
新型コロナウィルス感染防止対策　調査票　（ホール系）

担当者名 感染リスク 担当者印

※記入不要 ※押印不要

ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ

□ □

□ □

□ □

□

□

□

保
健
所

と
の
連
携

□

□

ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ

□
□

□
□

□

□ □

□ □

□

□

【入場者数の上限】
　○ ６／　１～ ⇒ １００人以下、かつ定員の５０％以内
　○ ６／１９～ ⇒ １０００人以下、かつ定員の５０％以内
　○ ７／１０～ ⇒ 定員の５０％以内
　※ 政府が示す「イベント開催制限の段階的緩和の目安」による。

主催者名

催　事　名

　　　リハーサル室・第1練習室・第２練習室・和室１号・和室２号

利　用　日 利用施設 入場者数

※　下記施設のご利用にあたっては「換気」の徹底をお願いいたします。

【必須項目】

対　　策 実施方法

参加者情報の把握

「来場者・運営スタッフ・出演者等の氏名・連絡先」を取得し、漏洩防止策を講
じて2～3週間程度保管する。その後は確実な方法で廃棄する。

※必要に応じて保健所等に情報提供

接
触
リ
ス
ク

対
応 手指の消毒 館内設置の消毒液を使用した手指消毒を来場者に促す

飛
沫
リ
ス
ク

対
応

マスクの着用 来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する

こまめな換気の実施 開場時間、休憩時間に扉を解放し、換気を行う（本番時も可能な限り解放）

□ 会場の広さに応じた入場者数の制限

【参考】
　ミューズ主催公演では右記を遵守したうえで、
　「安心座席振替ゾーン」を設定

人との距離を1m以上（できるだけ2ｍ）空ける

【その他】
　○ 原則、指定席とする。
　○ 四方1ｍ以上確保する（自由席においても同様）

□ 密閉空間での大きな声出しや激しい運動を行わない

＜実施しなければならない場合＞
　 飛沫感染のリスクを回避する対策を以下にご記入ください。

行列では1m以上の間隔を空けた整列を促す

【感染防止徹底項目】 感染防止を徹底するため、上記の【必須事項】に加えてご対応をお願いする事項です。
ご対応いただく「対策」と「実施方法」にチェックをいただき、利用当日は必ずご対応ください。

対　　策 実施方法

接
触
リ
ス
ク
対
応

「チケットもぎり」の一時休止

もしくは、「チケットもぎり」を行わない ⇒ ﾁｪｯｸ □

係員は入場チケットを目視で確認し、来場者は自身でもぎりを行い所定の箱
の中に入れる。

プログラム・チラシ・パンフレット類の手渡しの一時休止

もしくは、配布を行わない ⇒ ﾁｪｯｸ □
平置きしたプログラム等を来場者自身におとりいただく

物品販売の一時休止

もしくは、物販を行わない ⇒ ﾁｪｯｸ □

体調がすぐれない方については、体温計測を行い、発熱がある方の入場を
制限する。

来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する

□

□

必ずご対応いただく事項です
下記の全ての項目にチェックいただき、利用当日は必ずご対応ください。

【リスク判断基準（チェックの状況）】
　低／全て
　中／「必須項目」のみ。若しくは「必須項目」の全てと
　　　　「感染防止徹底項目」の一部
　高／「必須項目」が不十分。
  [注１]感染リスクが「高」の場合、ご利用の計画の変
         更、もしくは取消をお願いさせていただきます。
  [注２]「必須項目」のみの対応の場合「感染防止徹底
         項目」への対応をお願いさせていただきます。

※　本調査票をご提出いただいた後、受付担当より、具体的な実施方法等について確認をさせていただき
　　 ます。

飛
沫
リ
ス
ク
対
応

お出かけ前の検温 来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する

□ 次の方への来場自粛要請と入場制限
　○37.5℃以上の発熱がある方
　○体調がすぐれない方（咳、咽頭痛など）
　○感染者との濃厚接触がある方
　○過去２週間以内に感染が引き続き拡大している国
 　　地域への訪問歴がある方

□ 人が滞留しないための段階的な入退場
開場時間を延長する

影アナウンス等でエリアごとの入退場を誘導する



新型コロナウィルス感染防止対策　調査票　（管理棟系）

担当者名 感染リスク 担当者印

※記入不要 ※押印不要

ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ

□ □

□ □

□ □

□

□

□

保
健
所

と
の
連
携

□

□

ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ

□
□

□ □

□ □

□

□

【必須項目】

主催者名

催　事　名

入場者数利用施設利　用　日

※　下記施設のご利用にあたっては「換気」の徹底をお願いいたします。

　　　リハーサル室・第1練習室・第２練習室・和室１号・和室２号

必ずご対応いただく事項です
下記の全ての項目にチェックいただき、利用当日は必ずご対応ください。

【その他】
　○ 原則、指定席とする。
　○ 四方1ｍ以上確保する（自由席においても同様）

□ 密閉空間での大きな声出しや激しい運動を行わない

＜実施しなければならない場合＞
　 飛沫感染のリスクを回避する対策を以下にご記入ください。

□

□ 次の方への来場自粛要請と入場制限
　○37.5℃以上の発熱がある方
　○体調がすぐれない方（咳、咽頭痛など）
　○感染者との濃厚接触がある方
　○過去２週間以内に感染が引き続き拡大している国
 　　地域への訪問歴がある方

□ 来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する

□ 体調がすぐれない方については、体温計測を行い、発熱がある方の入場を
制限する。

【感染防止徹底項目】 感染防止を徹底するため、上記の【必須事項】に加えてご対応をお願いする事項です。
ご対応いただく「対策」と「実施方法」にチェックをいただき、利用当日は必ずご対応ください。

対　　策 実施方法

飛
沫
リ
ス
ク
対
応

お出かけ前の検温 来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する

人との距離を1m以上（できるだけ2ｍ）空ける 行列では1m以上の間隔を空けた整列を促す

□ 人が滞留しないための段階的な入退場
開場時間を延長する

影アナウンス等でエリアごとの入退場を誘導する

接
触
リ
ス
ク

対
応

プログラム・チラシ・パンフレット類の手渡しの一時休止

もしくは、配布を行わない ⇒ ﾁｪｯｸ □
平置きしたプログラム等を来場者自身におとりいただく

【リスク判断基準（チェックの状況）】
　低／全て
　中／「必須項目」のみ。若しくは「必須項目」の全てと
　　　　「感染防止徹底項目」の一部
　高／「必須項目」が不十分。
  [注１]感染リスクが「高」の場合、ご利用の計画の変
         更、もしくは取消をお願いさせていただきます。
  [注２]「必須項目」のみの対応の場合「感染防止徹底
         項目」への対応をお願いさせていただきます。

※　本調査票をご提出いただいた後、受付担当より、具体的な実施方法等について確認をさせていただき
　　 ます。

参加者情報の把握

「来場者・運営スタッフ・出演者等の氏名・連絡先」を取得し、漏洩防止策を講
じて2～3週間程度保管する。その後は確実な方法で廃棄する。

※必要に応じて保健所等に情報提供

対　　策 実施方法

接
触
リ
ス
ク

対
応 手指の消毒 館内設置の消毒液を使用した手指消毒を来場者に促す

飛
沫
リ
ス
ク

対
応

マスクの着用 来場者・運営スタッフ・出演者等に事前周知する

こまめな換気の実施 開場時間、休憩時間に扉を解放し、換気を行う（本番時も可能な限り解放）

会場の広さに応じた入場者数の制限

【参考】
　ミューズ主催公演では右記を遵守したうえで、
　「安心座席振替ゾーン」を設定

【入場者数の上限】
　○ ６／　１～ ⇒ １００人以下、かつ定員の５０％以内
　○ ６／１９～ ⇒ １０００人以下、かつ定員の５０％以内
　○ ７／１０～ ⇒ 定員の５０％以内
　※ 政府が示す「イベント開催制限の段階的緩和の目安」による。


